
2．主旨

自動車の操縦性・安定性などの運動特性、振動特性の解析には、従来、二輪車モデルのようなシンプルなモ

デルによる検討と実車試験を主体に行われてきた。近年、マルチボディ・ダイナミクスによる運動方程式の自

動生成技術の進展により、複雑かつ厳密なモデルによる解析が可能となってきた。一方、振動、運動特性の向

上に対してアクティブ制御の実用化、ITSの進展による自動車の情報化、自動車構造のモジュール化の動きに

より、タイヤ、サスペンション、ショックアブソーバ、ステアリング、ブレーキなどの部品においても、エレ

クトロニクス化と共に、自動車全体を考慮した性能向上と機能の拡大が求められている。さらに、自動車にお

いては、操縦性、乗り心地、快適性、居住性といった人間による評価が重要であり、合理的な評価手法、効率

的な解析・試験手法の確立が求められている。

以上の背景の基に、昨年度に引き続き、自動車、タイヤ、サスペンション、ブレーキ、操舵系などの自動車

関連企業の研究者、技術者と共に、主として以下のテーマについて討論を行い、研究の展開を検討する。

●マルチボディ・ダイナミクスのベンチマーク

●要素のモデリング：ショックアブソーバ、タイヤ

●ドライビングシミュレータの適用技術

●乗り心地評価、官能評価

●二輪車のマルチボディ・ダイナミクス

3．その他

年会費 ：20万円

定員 ：特になし

運用方法 ：年5回程度 定例研究会を開催予定

ドライビングシミュレーター

マルチボディ・ソフトウェア

シミュレーター画面

自動車・マルチボディ・システム研究会 RC-25
シミュレーターとシミュレーションによる自動車運動解析
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